
【様式１】
平成２８年　　月　　日
環　境　大　臣　　大　塚　珠　代　殿
所　在　地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法　人　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　名　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金
（ヒートポンプを活用した低炭素型農業推進事業）応募申請書
標記について、以下の必要書類を添えて申請します。
１．実施計画書【様式２】
２．経費内訳【様式３】
３．応募者の業務概要及び定款又は寄付行為
４．応募者の経理状況説明書（直近２決算期の貸借対照表及び損益計算書）
５．その他参考資料

※　　応募者の経理状況説明書として、直近２決算期の貸借対照表及び損益計算書（応募の申請時に、法人の設立から１会計年度を経過していない場合には、申請年度の事業計画及び収支予算、法人の設立から１会計年度を経過し、かつ、２会計年度を経過していない場合には、直近の１決算期に関する貸借対照表及び損益計算書）を提出すること。
【様式２】
ヒートポンプを活用した低炭素型農業推進事業　実施計画書
１．申請者等の概要

	代表事業者
	責任者
	事業者名
	例）ＪＡ○○

	
	
	所在地
	〒　　　－


	
	
	所属・役職
	
	氏名
	

	
	
	電話番号

FAX番号
	TEL：

FAX：
	E-mail

ｱﾄﾞﾚｽ
	＠

	
	窓口担当者
	所在地
	〒　　　－

＊　責任者と同一であれば【同上】で可

	
	
	所属・役職
	
	氏名
	

	
	
	電話番号

FAX番号
	TEL：

FAX：
	E-mail

ｱﾄﾞﾚｽ
	＠

	共同事業者
	責任者
	事業者名
	

	
	
	所在地
	〒　　　－



	
	
	所属
	
	氏名
	

	
	
	電話番号

FAX番号
	TEL：

FAX：
	E-mail

ｱﾄﾞﾚｽ
	＠

	
	責任者
	事業者名
	

	
	
	所在地
	〒　　　－



	
	
	所属
	
	所属
	

	
	
	電話番号

FAX番号
	TEL：

FAX：
	E-mail

ｱﾄﾞﾚｽ
	＠

	事業の主たる実施場所
	＊　補助対象設備の導入を予定している場所（市町村単位）を記載

	備考
	


※共同申請者がいない場合は、当該欄を削除してください。
※リース会社が申請者となる場合は、代表事業者の欄にリース会社を記載、共同事業者の欄に農業法人等を記載してください。
２．事業実施に関する事項
	＜事業計画＞

	【目的・概要】
＊　本補助事業を申請した背景、目的及び概要に関して簡潔に記載すること。

【実施内容】

· ヒートポンプ設備の導入を予定している施設ごとに、設備の種類、規模及び設置場所等について情報を記載してください。なお、導入予定先が多い場合、別添として他書式の添付も可とします。

導入予定先

（農業者名）
設置場所

（市町村単位）
導入設備
能力
台数
例）環境　一郎
○○県△△市■■町
ヒートポンプ
４馬力

定格能力　10.0kW
２台
　【低炭素化推進計画の案】

· 本事業の要件となる低炭素化推進計画の目次案を記載すること。



	＜事業の性格＞

	【事業の低炭素化に効果的な規制等対策強化の検討との関連性】
＊　直近２か年度の１年度当たりのエネルギー使用量を記入してください。
平成２６年度報告ＣＯ2排出量　　　　　　ＣＯ２トン

平成２５年度報告ＣＯ2排出量　　　　　　ＣＯ２トン

【事業の公益性及び資金回収・利益の見通し】
＊　補助事業の公益的性格について具体的に記入する。また、補助事業に関する資金回収・利益の見通しについて、同事業のイニシャルコストのうちの自己負担額、同事業による年間のランニングコストの減少額に基づき記入する。
①.補助事業のイニシャルコストのうち自己負担額 ：　　　　　円

②.補助事業による年間の光熱費・ランニングコストの減少額：　　　　　　円

③.①の回収見込み年数（①／②年）　：○．○年
【事業のモデル・実証的性格及び他の事業への波及効果】
＊　補助事業のモデル性や実証的性格について具体的に記入するとともに、他の事業者にどのような波及効果が期待されるか具体的に記入する。
【導入技術の今後の活用・展開の見通し】
＊　補助事業により導入する技術について、今後、どのように活用・展開されることが期待されるか具体的に記入する。



３．事業の効果
	＜事業の効果＞

	【ＣＯ２削減効果】
（１）事業による直接効果
・・・ＣＯ２トン／年
＊　【ＣＯ2削減効果の算定根拠】により算定したＣＯ2削減量を記入する。
【ＣＯ２削減効果の算定根拠】
別添のとおり
＊　（「ハード対策事業計算ファイル」(ヒートポンプを活用した低炭素型農業推進事業））により、事業の直接効果を算定した上で、同ファイルを添付する。
　　なお、エクセルファイル（「ハード対策事業計算ファイル」(ヒートポンプを活用した低炭素型農業推進事業））における「エネルギー消費量・供給量の設定」は、具体的なデータを記入することとし、その根拠、引用元を「記入欄」に記入するとともに、その具体的資料を添付する。
【ＣＯ２削減コスト・算定根拠】

＊　【ＣＯ２削減効果】の「（１）事業による直接効果」に記入したＣＯ２削減量１トンを削減するために必要なコスト（円／ｔＣＯ２）を、次の計算式を用いて算出する。
　補助対象経費の総支出予定額[円]（【様式３】所要経費の（４）の額）÷（　エネルギー起源二酸化炭素排出削減量[t-CO2/年]×法定耐用年数[年]　）




４．事業の実施体制
	＜事業の実施体制＞

	＊　補助事業の実施体制について、発注先に加え、補助事業者内の監理や経理等の体制を含め記入する（別紙添付でも可）。


	＜資金計画＞

	＊　補助事業に要する経費を支払うための資金の調達計画及び調達方法を記入する。


	＜他の補助金との関係＞

	＊　他の国の補助金等への応募状況等を記入する。


	＜事業実施スケジュール＞

	＊　事業の実施スケジュールを記入する。
＊　実施スケジュールは別紙を添付してもよい。


注１　本計画書に、設備のシステム図・配置図・仕様書、記入内容の根拠資料等を添付する。
注２　記入欄が少ない場合は、本様式を引き伸ばして使用する。
【様式３】
ヒートポンプを活用した低炭素型農業推進事業に要する経費内訳
	所要経費
	(1)総事業費
	(2)寄付金その他の収入


	(3)差引額

(1)－(2)
	(4)補助対象経費支出予定額

	
	円
	円
	円
	円

	
	(5)基準額
	(6)選定額

(4)と(5)を比較して少ない方の額
	(7)補助基本額
(3)と(6)を比較して少ない方の額
	(8)補助金所要額
(7)×1/3

	
	円
	円
	円
	円

	補助対象経費支出予定額内訳

	経費区分・費目
	金　　額
	積　　算　　内　　訳

	（記載例）

工事費

本工事費

材料費

・

・

付帯工事費

・

・

機械器具費

事務費

共済費

賃金

・

・
	○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○

○○○


	材料名　（数量）×（単価）＝金額

・

・

	合　　計
	円
	

	購入予定の主な財産の内訳（一品、一組又は一式の価格が５０万円以上のもの）

	名　　称
	仕様
	数量
	単　価
	金　額
	購入予定時期

	
	
	
	
	
	


注　本内訳に、見積書又は計算書等を添付する。

（担当者欄）


郵便番号：


住　　　所：


所属部署名：


役　職　名：


氏　　　名：


Ｔ　Ｅ　Ｌ：


Ｆ　Ａ　Ｘ：


E-mail：








